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2 月例会 2 月 17 日(土) 14:00~17:00 

場所:三菱総研会議室，出席 9 名，研究内容:紹介 i 行

動科学の展開・ 3 J (防衛庁空幕・関昭氏) :人的資源開

発の基準としての部下の成熟度の高い!舶に玖1協労的行動

も指示的行動も低い場合=委認的，の高協労・低指示の

場合=参加的ヴ')/誌協労・ fnJ指示の場合=説得的， cヲ民

協労・高指示の場合=教示的の 4 つを設け，前回で紹介

した SL理論とマズローの慾求段階説，ハーツパーグの

内的動因， マクレカーの x.y 仮説， アージリJ スの未

熟・成熟連続およびA.B行動パターン， リ ;!J ~トの'肖

理システム論， シェインの 4;随の人間性と営理スタイ

ノレ， トランザクショナノレ分析による自我状態， ライフ・

ポジション， グレーナーの組織発展段階説との関係を示

すなど興味ある材料を提供した.

3 月例会 3 月 17 日(士) 14:00~17:00 

場所:同上，出席 6 名，研究内容:紹介・フェスター著

「考える，学ぶ，記憶する J (三菱総研・佐野忠男氏) : 

②記憶は知覚刺激が脳の中で蛋白質に転化され貯蔵され

たものだから，この転化所要時間の20分内によく頑に刻

みこめば，いつまでも忘れない.④ある芸を学習した鼠

の脳をすり潰して他のl誌に注射してやると教えなくとも

同じ芸をやる.⑫人間には幼児環境の影響により見て，

聞いて，沈んで，触れて，訴して憶えるなどいくつかの

編集後記 V今月号の製作をもちまして，新シリーズ第

21羽の編集委員会はその任務を終え，新委員会(高橋磐

郎委員長)にバトンタッチすることになりました. 2 年

間のご愛読・ご支援に心から感謝申し上げます. TIH委

員会最後の特集ということで，今月号のテーマはストッ

~Jがあり，成績がいいのは教師の教え方が本人の型にあ

ってし、るだけだ，なと:IJ討の生化学論を紹介した.

物日本的リソースマネジメン卜(終了報告)

51年度から 3 年間にわたり，日本におけるリソースマ

ネジメントの本質から問題を掘り下げて研究した.成果

としてはきわめて貴重なものが得られた.とくに日本的

合理主義の本質とそれがリソースマネジメントに与える

彬響などは今まで未開発の分野であるだけに注目に値す

るといえよう.五正頃までに成果をとりまとめることとし

たい.最後に，現在の II 本におけるリゾトスマネジメン

トの狂いをiI主すにはいかにすべきヵ、とし、う命題にぶつか

るが， これは社会システムとの閃述を度外視しては考え

られないので， 54年度以降の i 日本における社会システ

ム研究部会」に移換することとした.

ニューヨーク大停電との関連における

電力事業の経営実証分析

日本的リソースマネジメント研究部会研究の一環とし

て，さきに[ニスーヨ{ク大停電の社会システム分析J

を試みましたが， これは経1~~~;こ焦点を民いて分析したも

のです.社会システムから電力経f弓をみ矢ケーススタデ

ィとして各部から関心が寄せられています.考え方の問

題として，電力経営に関する視点に愁眉を開くものがあ

ったことと，将来のエネルギー不足の事態に Cost

Effecti veness 最適戦略はし、かにあるべきかをアナリシ

スする場合の示唆を与えてくれたことです.資料希望の

力にはコピーして送りますからお中越ください.

(/1-/込先 (株)小野勝車事務所内 小品光造)

ピング・ノレーノレとしました.ただし，読者の符様方にお

かれましては，本誌のご購読をストップせず，継続なさ

るのが最適な政策であると信じておりますので，今後と

もよろしくお願い致します (F)
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